
２ 画像解析によるコンクリート（橋梁等）のひび割れ判定・内部劣化判定

 高度経済成長期に建設された橋梁が老朽化し、5年に1度の定期点検が義務化されているが、点検現場での近接目視（機材コスト、
交通規制）、損傷図作成（ばらつき、手間）、健全性診断（熟練技術者の減少、ばらつき）など、各手順において様々な課題が存在

 橋梁を対象とした、画像解析によるコンクリートひび割れ判定モデル「SeeCrack」により、現場作業の効率化や目視に引けを取ら
ない判定水準を達成するとともに、RC床版の内部劣化についても高精度の判定が可能となる技術を確立
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上図：点検現場A
（目視の96％）

下図：点検現場B
（目視の92％）
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